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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島第一原子力発電所は5.8m程度の津波を想定して建設されたが、実際には15m以上の大津波が襲来し、この津波で非常用発電装置と非常用バッテリーが浸水し、1～5号機は電源を喪失した。とりわけ1～3号機は原子炉内の燃料棒の冷却ができなくなった。
原子炉内部では、気圧の異常な上昇、水素爆発、炉心溶融などがおき、大気中や海水に大量の放射性物質が放出された
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1号機　今後の燃料取り出しに向け、飛散防止を徹底しながら建屋内のガレキ撤去を実施中。
2号機　原子炉建屋内の線量低減対策と建屋解体に向けての放射性物質飛散防止対策を検討中。
3号機　今後の燃料取り出しに向けて、専用の燃料取扱設備を設置作業中。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ミュオンと呼ばれる宇宙線は質量の重い物体を透過しにくい特徴を持ち、それを利用することで、建屋の外から燃料デブリ等の位置の特定も行っています。
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